
　

先
日
、『
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
ア
イ
リ
ー
ン　

追
憶
の
ヴ
ィ
ラ
』
と
い
う
映
画
を
見
ま
し

た
。
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
は
、
上
野
に
あ
る
国
立
西
洋
美
術
館
の
設
計
を
し
た
世
界
的
建
築
家

で
あ
り
、一
九
五
五
年
に
来
日
し
て
い
ま
す
。

ア
イ
リ
ー
ン
・
グ
レ
イ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
女
性
。
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
・
プ
ロ

ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
。「
ド
ラ
ゴ
ン
・
チ
ェ
ア
」
と
い
う
椅
子
は
二
〇
〇
九
年
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
お
い
て
二
十
八
億
円
で
落
札
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
家
で
も
あ
っ
た
ア
イ
リ
ー
ン
は
一
九
二
六
年
に
自
身
の
別
荘
を
南
仏
カ
ッ
プ
・
マ
ル

タ
ン
に
設
計
し
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
恋
人
の
ジ
ャ
ン
・
バ
ド
ヴ
ィ
ッ
チ
と
過
ご
す
た

め
に
二
人
の
名
前
か
ら
と
っ
た
〈
Ｅ
‐
１
０
２
７
〉で
す
。

建
築
批
評
家
で
あ
る
ジ
ャ
ン
・
バ
ド
ヴ
ィ
ッ
チ
を
通
じ
て
、
ア
イ
リ
ー
ン
は
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
と
知
り
合
い
、〈
Ｅ
‐
１
０
２
７
〉
を
舞
台
に
多
く
の
物
語
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
長

い
間
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
設
計
だ
と
さ
れ
て
い
た
〈
Ｅ
‐
１
０
２
７
〉
は
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
と
っ

て
も
固
執
す
る
も
の
で
し
た
。
勝
手
に
壁
に
フ
レ
ス
コ
画
を
描
い
た
り
、
そ
の
後
〈
Ｅ
‐

１
０
２
７
〉
が
人
手
に
渡
っ
て
も
頻
繁
に
見
に
行
っ
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
の
「
住
宅
は
住
む
た
め
の
機
械
で
あ
る
」
と
い
う
建
築
の
機
能
主
義
を
取
り
入
れ
た
の

と
は
対
比
的
に
、
ア
イ
リ
ー
ン
は
「
物
の
価
値
は
、
創
造
に
込
め
ら
れ
た
愛
の
深
さ
で
決

ま
る
」
と
の
思
い
。
こ
の
二
人
の
間
に
は
尊
敬
と
嫉
妬
が
絡
み
合
い
時
間
が
流
れ
ま
す
。
モ

ナ
コ
湾
を
臨
む
崖
に
建
つ
〈
Ｅ
‐
１
０
２
７
〉の
映
像
は
美
し
い
も
の
で
し
た
。

　

国
立
西
洋
美
術
館
に
出
か
け
た
時
は
、
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
近
代
建
築
五
原
則
の
要
素
で

あ
る
①
ピ
ロ
テ
ィ
（
建
築
の
一
階
を
柱
だ
け
残
し
、
吹
き
放
し
と
す
る
建
築
様
式
、
そ
の

空
間
）
②
屋
上
庭
園
③
自
由
な
平
面
④
水
平
連
続
窓
⑤
自
由
な
フ
ァ
ザ
ー
ド
（
建
築
の
正

面
部
分
）
な
ど
を
意
識
し
つ
つ
、
作
品
を
鑑
賞
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
は
、
一
九
六
五
年
に
〈
Ｅ
‐
１
０
２
７
〉
が
あ
る
カ
ッ
プ
・
マ
ル
タ
ン
で
海

水
浴
中
に
心
臓
発
作
で
七
十
八
歳
で
死
去
。
ア
イ
リ
ー
ン
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
視
力

悪
化
に
よ
り
引
退
し
一
九
七
六
年
パ
リ
に
て
九
十
八
歳
で
死
去
。

　
〈
Ｅ-

１
０
２
７
〉の
美
し
さ
を
映
像
で
見
て
か
ら
「
住
居
空
間
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。
玄
関
、
居
間
、
キ
ッ
チ
ン
、
浴
室
、
和
室
、
寝
室
、
仕
事
部
屋
、
収
納
室
、
庭
・
・
・
・
。

そ
し
て
動
線
。
居
心
地
の
良
さ
、
機
能
面
、
家
具
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
食
器
な
ど
・
・
・
・
。

　

長
年
住
み
慣
れ
た
空
間
を
一
新
。
花
粉
症
が
少
し
落
ち
着
い
た
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
。

少
し
で
も
住
み
や
す
い
空
間
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

赤
城
、
榛
名
、
妙
義
の
山
々
や
浅
間
、
遠
く
谷
川
連
峰
、
日
光
の
山
々
と
、
そ
し
て
空
も
広

く
、
自
然
豊
か
な
群
馬
で
す
。                                                   

（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）

群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
七
三
‐
五
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

「
第
３
回　

楕
円
会
」
が
三
月
十
日
（
日
）
で
終
了
し
ま
し
た
。

九
日
（
土
）
の
「
制
作
の
現
場
を
語
る
」
に
は
、
掛
川
孝
夫
、
小
林
正
、

河
内
世
紀
一
、
酒
井
重
良
、
住
谷
夢
幻
、
藤
森
カ
ツ
ジ
、
福
島
保
典
、
真

下
京
子
の
出
品
作
家
八
名
が
並
び
、
展
示
作
品
に
つ
い
て
の
実
際
の
制

作
現
場
で
の
仕
事
を
少
し
公
開
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

作
品
の
裏
に
込
め
ら
れ
た
想
い
や
長
年
の
制
作
姿
勢
、
ま
た
具
体
的
な

技
法
な
ど
普
段
で
は
語
る
こ
と
の
な
い
言
葉
に
来
廊
さ
れ
た
五
十
数
名

の
参
加
者
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

展
示
だ
け
す
れ
ば
良
い
と
い
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間
か
ら
一
歩
違
っ
た
多

面
的
な
新
し
い
道
が
少
し
開
い
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
思
え
た
一
日
で
し
た
。

樺
澤
健
治
作
陶
展

会
期　
　

四
月
十
九
日
（
金
）
～
二
十
五
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
七
時
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

四
月
二
十
七
日
（
土
）
～
五
月
六
日
（
月
・
祝
）

ノ
イ
エ
ス
は
、
休
廊
し
て
い
ま
す
。

小
松
健
一
作
品
展　
　
　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

　
　

民
族
曼
陀
羅　

中
國
大
陸

　
　
　
　

～
多
様
性
の
中
に
共
生
す
る
人
び
と
～

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　
（
入
場
無
料
）

「
民
族
大
陸
８
３
２
７
０
㎞
の
旅
」

　
　

三
月
三
十
日
（
土
）・
三
十
一
日
（
日
）　

　
　

四
月
六
日
（
土
）・
七
日
（
日
）

　
　

午
後
二
時
～
三
時

特
別
出
品　

　

眞
月
美
雨
「
桃
源
郷
」
よ
り

会
期　

三
月
三
十
日
（
土
）
～
四
月
七
日
（
日
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

住
谷
夢
幻
展
　
　
―
墨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
―　
　
〈
企
画
〉

会
期　
　

四
月
九
日
（
火
）
～
十
七
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

白
紙
に
垂
れ
た
一
滴
か
ら
始
ま
る
物
語

一
瞬
で
ひ
ら
か
れ
た
線
の
躍
動

自
己
解
放
か
ら
何
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か

詩
に
内
在
し
て
い
る
新
し
い
も
の

見
え
な
い
も
の
が
見
え
て
く
る

墨
の
表
現
で
試
み
て
い
る

夢
幻
の
最
新
作
を
展
示
し
ま
す

高
崎
映
画
祭
が
始
ま
り
ま
す
！

　

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
高
崎
で
「
バ
ス
キ
ア
、
１
０
代

最
後
の
と
き
」
を
見
て
き
ま
し
た
。
一
九
八
八
年
に
二
十
七
歳
で
亡

く
な
っ
た
バ
ス
キ
ア
の
秘
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
軸
に
友
人
た
ち
の
証

言
、
同
時
代
の
ア
ー
ト
を
当
時
の
空
気
の
中
で
感
じ
ら
れ
る
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
し
た
。
そ
の
折
、
高
崎
映
画
祭
の
豪
華
冊
子
が
置
い

て
あ
っ
た
の
で
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
映
画
館
が
近
く
に
あ
っ
た
ら
・
・
・
と
映
像
好
き
に
と
っ
て
は

ち
ょ
っ
と
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
気
に
な
る
映
画
は
、

な
る
べ
く
見
に
行
く
よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
が
・
・
・
。

三
月
二
十
三
日
（
土
）
～
四
月
七
日
（
日
）
ま
で
「
第
３
３
回
高
崎
映

画
祭　

受
賞
作
品
」、
邦
画
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
８
、
洋
画
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
子
供
映
画
館
、
監
督
た
ち
の
現
在
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
特

集
、
そ
の
他
イ
ヴ
ェ
ン
ト
も
あ
る
そ
う
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
冊
子
片
手
に
映
画
館
の
空
気
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。「
映
画
っ
て
本
当
に
い
い
も
の
で
す
よ
」

ノ
イ
エ
ス
少
し
気
に
な
る
「
本
」
コ
ー
ナ
ー

　

ノ
イ
エ
ス
で
は
、
二
月
に
開
催
し
ま
し
た
「
ふ
る
本
市
」
の
一
部
書

籍
を
「
５
０
０
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
展
示
販
売
し
て
い
ま
す
。
展
覧
会

を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
手
に
と
っ
て
頁
を
開
い
て
下
さ
い
。
新
し
い

出
合
い
が
あ
り
ま
す


